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府中市消防団

【府中市消防団員職業別構成割合】
公務員　7.9%　農業　6.6%　商業　1.4%　小売業　8.1%　
金融保険業　2.4%　不動産業　4.1%　サービス業　15.0%　
建設業　23.0%　製造業　4.2%　商社　0.5%　飲食店　5.4%
造園業　3.0%　運輸通信業　4.7%　電気ガス業　4.9%
学生　0.7%　その他　8.1%

　

本
年
、
４
月
１
日
（
水
）

に
令
和
２
年
度
府
中
市
消
防

団
入
退
団
式
を
執
り
行
い
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
入
退
団
式
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
例

年
よ
り
式
典
の
規
模
等
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
を
も

ち
ま
し
て
退
団
さ
れ
た
24
名

の
方
々
に
は
、
長
年
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
日
夜
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
分
団

長
８
名
、
新
入
団
員
22
名
を

任
命
し
、
総
勢
４
０
７
名
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
府
中
市
消
防
団
が
一
丸

と
な
っ
て
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー
ム
）
」

の
精
神
で
府
中
市
の
安
全
と

安
心
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
市
内
の
火
災
に
よ

る
焼
損
床
面
積
が
市
制
施
行

以
来
、
最
少
の
焼
損
床
面
積

（
75
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一

方
で
、
昨
年
９
月
の
台
風
第

15
号
、
続
く
10
月
に
は
令
和

元
年
度
東
日
本
台
風
（
第
19

号
）
と
非
常
に
大
型
で
勢
力

の
強
い
台
風
が
来
襲
し
、
市

内
各
所
に
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

こ
と
に
、
令
和
元
年
度
東

新
体
制
に
あ
た
り

府
中
市
消
防
団
長　
本
間　
郁
浩

日
本
台
風
で
は
、
こ
ち
ら
も

市
制
施
行
以
来
、
初
め
て
と

な
る
避
難
勧
告
が
対
象
地
域

に
発
令
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内

に
約
40
か
所
の
避
難
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
台
風
接
近

時
に
は
、
延
べ
４
８
０
名
を

超
え
る
消
防
団
員
が
出
動

し
、
夜
を
徹
し
て
避
難
誘
導

や
浸
水
防
止
活
動
等
に
あ
た

り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
風

水
害
を
通
じ
て
、
私
た
ち
消

防
団
が
担
う
べ
き
役
割
の
重

要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
を
迎
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
等
を
受
け
、
消

防
団
を
取
り
巻
く
状
況
も

日
々
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
に

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
消
防
団

は
、
府
中
市
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
た
め
、
火
災
出
動

を
は
じ
め
、
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
様
々
な
災
害
に

備
え
、
そ
の
対
応
に
万
全
を

期
す
こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

分
団
長
を
は
じ
め
各
分
団

の
方
々
に
は
、
消
防
団
員
の

使
命
を
自
覚
す
る
と
と
も

に
、
府
中
市
消
防
団
が
地
域

防
災
の
中
核
と
し
て
市
民
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
な
お
一
層
、
消
防
団

活
動
の
充
実
に
邁
進
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

府中市消防団長
本間　郁浩

▲入退団式

大
久
保　
幸
一

前
副
団
長　
退
任
挨
拶

　
こ
の
度
、
府
中
市
消
防
団
を

退
団
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
58
年
４
月
に
当
時

の
分
団
長
の
お
誘
い
で
地
元
第

７
分
団
に
入
団
し
21
年
間
在
団

後
、
平
成
17
年
４
月
に
当
時
の

団
長
の
お
誘
い
で
団
本
部
に
15

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
色
々
な
思

い
出
が
あ
る
わ
け
で
す
が
無
事

に
消
防
団
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
の
も
諸
先
輩
・
後

輩
・
地
域
・
消
防
署
・
府
中

市
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
の
お

陰
で
あ
り
ま
し
た
事
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
培
っ
た
知
識
・
経
験

を
基
に
地
元
で
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
、
ご
活
躍
を
祈
念
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
退
団
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前副団長
大久保　幸一

村
井　
雅
一

副
団
長　
就
任

　
大
久
保
前
副
団
長
の
退
任
に

伴
い
、
令
和
２
年
４
月
１
日
付

で
村
井
雅
一
氏
が
副
団
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
村
井
副
団
長
は
、
平
成
５
年

に
第
５
分
団
へ
入
団
し
、
平
成

26
年
か
ら
４
年
に
わ
た
り
分
団

長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
第
１
分
団
、
第
５
分
団
、

第
17
分
団
の
担
当
副
団
長
と
な

り
ま
す
。

新副団長
村井　雅一

令
和
元
年
度
中

　
勤
続
４
年
以
上
で

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん

令
和
２
年
度新入

団
員
の
方
々

●
12
年
勤
続（
18
名
）

●
8
年
以
上
12
年
未
満（
3
名
）

●
4
年
以
上
8
年
未
満（
3
名
）

本

団

大
久
保　
幸
一

第
２
分
団

原
田　
　
修
一

第
２
分
団

秋
元　
　
一
修

第
２
分
団

田
中　
　
勝
善

第
３
分
団

村
越　
　
孝
浩

第
４
分
団

金
井　
　
淳
一

第
５
分
団

石
井　
　
聡
史

第
５
分
団

川
辺　
　
　
努

第
９
分
団

田
中　
　
良
和

第
９
分
団

阿
部　
　
敬
一

第
10
分
団

野
口　
英
一
郎

第
11
分
団

海
老
澤　
拓
馬

第
11
分
団

鈴
木　
　
正
次

第
12
分
団

前
田　
　
就
平

第
14
分
団

小
牧　
　
秀
幸

第
15
分
団

井
上　
　
泰
一

第
15
分
団

小
川　
　
健
二

第
17
分
団

小
池　
　
直
久

第
2
分
団

髙
嶋　
　
邦
彦

第
2
分
団

和
田　
　
勇
樹

第
2
分
団

岡
本　
　
直
也

第
2
分
団

櫻
川　
　
　
翔

第
3
分
団

米
原　
　
拓
弥

第
4
分
団

五
十
嵐
鉄
太
郎

第
4
分
団

河
内　

 

憲
史
郎

第
4
分
団

松
本　
　
　
豊

第
6
分
団

小
嶋　
　
史
哉

第
9
分
団

北
原　
　
　
優

第
9
分
団

熊
谷　
　
拓
人

第
10
分
団

岡
部　
　
直
樹

第
11
分
団

加
藤　
　
聖
也

第
12
分
団

依
田　
　
和
也

第
13
分
団

金
子　
　
拓
矢

第
14
分
団

大
西　
　
明
夫

第
14
分
団

松
本　
　
利
久

第
14
分
団

大
澤　
　
達
郎

第
14
分
団

榎
本　
　
恵
介

第
15
分
団

堀
内　
　
明
大

第
15
分
団

和
泉　
　
広
大

第
15
分
団

澤
井　
　
　
潔

第
２
分
団

岡
田　
　
英
世

第
14
分
団

毛
塚　
　
宏
樹

第
17
分
団

鈴
木　
　
祐
太

第
２
分
団

奥
山　
　
千
秋

第
４
分
団

加
藤　
　
直
希

第
13
分
団

高
野　
　
大
樹

第10分団長
野口 富嗣

平成9年4月1日入団
（団歴23年）

第14分団長
松本 聡

平成14年4月1日入団
（団歴18年）

第12分団長
佐伯 佳孝

平成7年4月1日入団
（団歴25年）

第16分団長
澤井 薫

平成14年4月1日入団
（団歴18年）

第11分団長
岡野 亨

平成16年4月1日入団
（団歴16年）

第15分団長
森田 吉隆

平成17年4月1日入団
（団歴15年）

第13分団長
林 雄一

平成12年4月1日入団
（団歴20年）

第17分団長
中村 健太郎

平成9年4月1日入団
（団歴23年）

第18分団長
大貫 剛

平成8年4月1日入団
（団歴24年）

第1分団長
比留間 隆博

平成12年4月1日入団
（団歴20年）

第5分団長
内海 紘行

平成10年4月1日入団
（団歴22年）

第3分団長
外崎 敬大

平成10年4月1日入団
（団歴22年）

第7分団長
秋山 敏行

平成7年4月1日入団
（団歴25年）

第2分団長
田中 一彦

平成22年4月1日入団
（団歴10年）

第6分団長
中村 善隆

平成14年4月1日入団
（団歴18年）

第4分団長
金井 敦史

平成19年4月1日入団
（団歴13年）

第8分団長
石澤 慶憲

平成11年4月1日入団
（団歴21年）

第9分団長
田中 敬輔

平成16年4月1日入団
（団歴16年）

【
分
団
長
】

消
防
団
幹
部
紹
介

令
和
2
年
4
月
1
日
現
在

団長
本間 郁浩

昭和63年4月1日入団
（団歴31年）

副団長
志村 誠

平成元年4月1日入団
（団歴30年）

副団長
田村 茂

平成16年4月1日入団
（団歴16年）

副団長
堀江 一男

平成7年4月1日入団
（団歴25年）

副団長
川崎 好之

平成5年4月1日入団
（団歴25年）

副団長
中田 和夫

昭和60年4月1日入団
（団歴33年）

副団長
村井 雅一

平成5年4月1日入団
（団歴25年）

【
団
本
部
】
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広
報
委
員
会
名
簿

会

長
団

長

本
間　
　

郁
浩

副
会
長
副
団
長

中
田　
　

和
夫

〃

副
団
長

川
崎　
　

好
之

広
報
委
員
長
第
８
分
団

加
辺　
　

良
輔

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
１
分
団

小
倉　
　

俊
秀

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
９
分
団

小
澤　
　
　

亮

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
15
分
団

増
田　
　

哲
也

東
部
広
報
委
員

第
２
分
団

山
口　
　

正
和

〃

第
３
分
団

村
越　
　

俊
幸

〃

第
４
分
団

酒
井　
　

敬
司

〃

第
５
分
団

内
海　
　
　

輝

〃

第
６
分
団

波
多
江　

大
介

中
部
広
報
委
員

第
７
分
団

金
子　
　

謙
輔

〃

第
10
分
団

中
島　
　

達
朗

〃

第
11
分
団

北
村　
　

裕
哉

〃

第
17
分
団

種
坂　
　

晃
一

西
部
広
報
委
員

第
12
分
団

林　
　
　

正
大

〃

第
13
分
団

藤
原　
　

光
輔

〃

第
14
分
団

松
村　
　

憲
一

〃

第
16
分
団

澤
井　
　

政
善

〃

第
18
分
団

牛
島　
　
　

徹

西部ブロック長 
第15分団

増田 哲也

編

集

後

記

　
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
、
第
15

分
団
広
報
委
員
の
増
田
と
申
し
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下

で
、
我
々
消
防
団
活
動
も
活
動
内
容

の
縮
小
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
、
三
密
を
作
ら
な
い
よ
う
に
東
京

都
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
ま
し
た

が
、
府
中
市
内
の
防
災
を
怠
る
わ
け

に
も
往
か
ず
必
要
最
低
限
で
す
が

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
高
野
市
長
や
本
間

団
長
の
お
言
葉
に
あ
る
様
、
家
族
の

ご
理
解
あ
っ
て
の
消
防
団
で
あ
り
、

消
防
団
活
動
で
す
。
ま
ず
は
団
員
一

人
ひ
と
り
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い

こ
と
を
念
頭
に
、
収
束
宣
言
が
出
さ

れ
る
ま
で
は
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

　

地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
は
ま
だ

実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す

が
、
消
防
団
員
を
見
か
け
る
こ
と
が

有
り
ま
し
た
ら
応
援
し
て
頂
け
る
と

幸
い
で
す
。

大
規
模
火
災
出
動

　
令
和
２
年
２
月

19
日
（
水
）
府
中

市
四
谷
の
市
施
設

に
お
い
て
、
建
物

火
災
が
発
生
し
、

警
戒
区
域
分
団
の

ポ
ン
プ
車
５
台
、

団
員
52
名
が
出
動

し
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
大
規

模
で
内
部
が
複
雑

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
内
に
防
火
水

槽
が
１
基
の
み
で
困
難
性
の
高
い
消
防
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
に
お
い
て
は
、
延
焼
防
止
の
た
め

ホ
ー
ス
一
口
を
待
機
、
防
火
水
槽
充
水
の
た

め
ホ
ー
ス
延
長
・
中
継
を
行
い
、
署
隊
活
動

隊
員
の
安
全
確
保
な
ど
、
長
時
間
に
わ
た
る

警
戒
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

▲本団からの指揮を受ける分団長▲延焼防止のため活動する団員

令
和
２
年
度
合
同
水
防
訓
練

　
令
和
２
年
５
月
24
日
（
日
）
府
中
市
中
央

防
災
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、
府
中
市
合
同

水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
訓
練
規
模
を
縮
小
し
て
実
施

し
、
昨
年
の
台
風
第
19
号
の
風
水
害
を
想
定

し
た
シ
ナ
リ
オ
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
内
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
府
中
市
長
以
下
市
役
所
幹
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
連
携
体
制
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
防
災
セ
ン
タ
ー
に
参
集
し
た
分
団
長
に

対
し
、
本
団
の
無
線
指
揮
に
よ
り
、
災
害
対

策
本
部
か
ら
の

指
示
事
項
等
を

各
分
団
へ
伝
達

し
、
台
風
時
の

活
動
要
領
に
つ

い
て
消
防
団
全

体
で
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

▲無線で各分団へ指示をする本団

退 団 さ れ た 分 団 長 ご 挨 拶

前第15分団長
井上　泰一

前第10分団長
野口　英一郎

前第11分団長
海老澤　拓馬

前第2分団長
原田　修一

前第12分団長
前田　就平

前第4分団長
金井　淳一

　
平
成
６
年
に
7
府
中
市
消
防
団
に
入
団
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入

団
よ
り
25
年
間
無
事
に
消
防
団
活
動
を
終
え
る
事
が
出
来
た
の
も
消
防
関

係
各
機
関
、
地
域
の
皆
様
、
諸
先
輩
方
、
地
元
第
15
分
団
の
仲
間
た
ち
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
府
中
市
初
の
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
自
分
た

ち
も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
団
員
一
丸
と
な
り
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
活
か
し
、
無
事
乗
り
切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
25
年
の
消
防
団
生
活
で
は
、
貴
重
な
経
験
、
貴
重
な
仲
間
を
本
当
に
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
経
験
を
少
し
で
も
地
域
の

皆
様
に
返
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
入
団
し
、
以
来
23
年
間
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
防

火
・
防
災
活
動
に
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
府
中
市
消
防
団

を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
、
消
防
関
係
各
機
関
の
皆
様
、
О
Ｂ
の
皆

様
、
そ
し
て
仲
間
で
あ
る
個
性
あ
ふ
れ
る
熱
き
男
た
ち
第
10
分
団
の
団
員

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
在
団
中
は
火
災
・
自
然
災
害
に
お
け
る
活
動
を
は
じ
め
各
訓
練
に
お
い

て
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
と
し
て
、
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
分
団
長
と
し
て
の
３
年
間
で
は
、
新
型
ポ

ン
プ
車
の
配
備
・
東
京
都
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
や
、
近
年
さ
ら
に
懸

念
さ
れ
る
自
然
災
害
で
の
出
動
も
多
く
、
記
憶
に
残
る
年
月
で
し
た
。

　
今
後
は
消
防
団
活
動
で
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
の
防
火
・
防
災
に
貢

献
し
、
分
団
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ひ
ろ
げ
よ
う  

防
火
防
災  

地
域
の
こ
こ
ろ
」

　
府
中
市
消
防
団
の
更
な
る
発
展
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
府
中
市
消
防
団
を
退
団
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
10
年
の
入
団
か
ら
22
年
間
、
分
団
長
ま
で
務
め
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
府
中
消
防
署
・
市
当
局
・
団
本
部
・
後
援
自
治
会
・
О
Ｂ
各

位
か
ら
の
ご
指
導
、
そ
し
て
家
族
同
然
の
よ
う
に
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
団

の
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
防
災
の
重
要
性
を

強
く
感
じ
、
ま
た
昨
年
の
台
風
19
号
に
伴
う
避
難
勧
告
発
令
で
は
、
避
難

の
誘
導
や
広
報
巡
回
活
動
な
ど
、
改
め
て
消
防
団
の
重
責
を
感
じ
る
と
共

に
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
今
後
も
台
風
な
ど
猛
威

を
振
る
う
自
然
災
害
は
ま
す
ま
す
増
え
、
地
域
に
お
け
る
消
防
団
が
担
う

役
割
は
よ
り
一
層
重
要
視
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
私
も
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
長
い
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
府
中
市
消
防
団
を
退
団

い
た
し
ま
し
た
。

　
在
団
中
は
２
分
団
団
員
、
分
団
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
皆
様
、
消
防
関
係
各
機

関
の
皆
様
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
火
災
出
動
、
台
風
警
戒
、
広

報
活
動
や
訓
練
を
通
じ
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
消
防
団
活
動
も
団
員
皆
で
一
致
団
結
し
た
か
ら
こ
そ
乗
り
切
る
こ
と
が

出
来
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
消
防
団
活
動
で
得
た
経
験
を
地
域
の
防
火
、
防
災
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
府
中
市
消
防
団
の
さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
令
和
２
年
３
月
を
も
ち
ま
し
て
、
府
中
市
消
防
団
を
退
団
致
し

ま
し
た
。

　
平
成
８
年
入
団
以
来
、
24
年
間
の
消
防
団
活
動
、
と
く
に
分
団
長
を
勤
め

ま
し
た
２
年
間
、
地
域
の
皆
様
、
本
団
、
消
防
署
、
事
務
局
、
そ
し
て
第
12

分
団
の
団
員
皆
様
、
な
ん
と
か
そ
の
責
務
を
果
た
せ
た
の
も
、
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
色
々
と
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
職
責
を
理
解
し
協
力
し

て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
消
防
団
活
動
で
経
験
し
感
じ
た
こ
と
を
、
地
域
の
防
火
、
防
災

に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
府
中
市
消
防
団
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
に
入
団
し
て
以
来
17
年
間
の
消
防
団
活
動
を
続
け
る
事
が
で
き

た
の
は
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
の
皆
様
、
第
４
分
団
の
団
員

や
諸
先
輩
方
、
ま
た
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
大
変
お
世
話

に
な
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
在
団
中
は
火
災
出
動
、
台
風
な
ど
に
伴
う
警
戒
、
広
報
活
動
、
様
々
な
訓

練
な
ど
で
普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
沢
山
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
特
に
分
団
長
と
し
て
活
動
し
た
４
年
間
は
、
本
団
の
方
々
や
各
分
団
の
分

団
長
、
事
務
局
の
方
々
な
ど
と
交
流
し
得
た
事
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
消
防
団
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
、
分
団
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

地
域
の
防
火
防
災
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
府
中
市
消
防
団
を
退
団
い
た
し

ま
し
た
。
在
団
中
は
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
団
、
分
団
長
会
、
市
当

局
、
消
防
署
、
関
係
各
機
関
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
20
年
間
の
消
防
団
活
動
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
分
団
長
と
し
て
の
２
年
間
は
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
た
第
14
分
団
の
団
員
や
先
輩
方
に
支
え
て
い
た

だ
き
、
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
消
防
団
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
地
域
の
防
火
・
防
災
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
府
中
市
消
防
団
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
第
９
分
団
長
を
無
事
に

退
団
す
る
事
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
在
団
中
に
於
い

て
、
地
域
の
皆
様
歴
代
分
団
長
並
び
諸
先
輩
方
、
市･

署･

消
防
関
係
各
位

の
皆
様
に
は
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
分
団
長
と
し
て
経
験
し
た
２
年
間
は
9
分
団
の
技
術
、
知
識
の
向
上
と

地
域
の
防
災
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
団
員
の
方
々
に
は
昼

夜
を
分
か
た
ず
、
ご
家
族
の
ご
協
力
も
相
成
っ
て
素
晴
ら
し
い
活
動
が
出

来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
府
中
26
万
市
民
の
生
命･

身
体
・
財
産
を
守
る
一
翼
で
有
り

ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
消
防
団
を
支
え
ら

れ
る
様
な
地
域
防
災
の
活
動
に
貢
献
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前第14分団長
小牧　秀幸

前第9分団長
田中　良和


